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2010年8月改訂
	薬には効果（ベネフィット）だけでなく副作用（リスク）があります。副作用をなるべく抑え、効果を最大限に引き出すことが大切です。このために、この薬を使用される患者さんの理解と協力が必要です。

	商品名：
オーソM-21錠
主成分：
ノルエチステロン（Norethisterone）
エチニルエストラジオール（Ethinylestradiol）
剤形：
橙色の錠剤、直径6.4mm、厚さ2.3mm
シート記載：
ORTHO M-21 Tablets、オーソM-21錠
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	この薬の作用と効果について
排卵抑制作用を主とし、子宮内膜変化による着床阻害と頸管粘液変化によって精子の通過阻害をして、避妊効果を示します。
通常、避妊の目的で用いられます。

	次のような方は使う前に必ず担当の医師と薬剤師に伝えてください。
・
以前に薬を使用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状が出たことがある。乳癌・子宮内膜癌・子宮頸癌、原因不明の性器出血、血栓性静脈炎・肺塞栓症・脳血管障害・冠動脈疾患（既往歴を含む）、血栓性素因、抗リン脂質抗体症候群、心臓弁膜症、片頭痛、脂質代謝異常、耳硬化症、高血圧（妊娠中に高血圧が認められた人も含む）、肝腫瘍・肝障害、糖尿病（疑いを含む）、妊娠中に黄疸・持続性そう痒症または妊娠ヘルペスの既往歴、手術前4週間以内、手術後2週間以内、産後4週間以内、長期間安静状態、骨成長が終了していない可能性がある、喫煙している。
・
妊娠または授乳中
・
他に薬を使っている（お互いに作用を強めたり、弱めたりする可能性もありますので、大衆薬も含めて他に使用中の医薬品に注意してください）。

	用法・用量（この薬の使い方）
・
あなたの用法・用量は≪
：医療担当者記入≫
・
月経の第1日目から1日1回1錠を毎日一定の時間に21日間服用し、その後7日間休薬します。以上28日間を1周期とし、出血が終わっているか続いているかにかかわらず、29日目から新しいシートの服用を開始し、以降この周期を繰り返します。必ず指示された服用方法に従ってください。
・
服用開始日が月経第1日目から遅れた場合、服用を開始した最初の1週間は他の避妊法を併用してください。
・
飲み忘れた場合、飲み忘れが1日であれば、気付いた時点で飲み忘れた1錠を直ちに服用し、さらにその日の分も通常どおりに服用してください。すなわちその日は2錠服用することになります。2日以上連続して飲み忘れた場合は服用を中止し、次の月経を待って新しいシートで再び服用を開始してください。なお、この場合は妊娠する可能性が高くなるので、その周期は他の避妊法を使用してください。
・
誤って多く飲んだ場合は医師または薬剤師に相談してください。
・
医師の指示なしに、自分の判断で飲むのを止めないでください。


	生活上の注意
・
健康食品であるセイヨウオトギリソウ（セント・ジョーンズ・ワート）含有食品は、この薬の作用を弱める可能性があるため、摂取は控えてください。
・
年齢（35歳以上）や喫煙量（1日15本以上）により心血管系の重篤な副作用（静脈血栓症、肺塞栓症、心筋梗塞、脳卒中など）の危険性を高めると報告されています。したがって、35歳以上でこの薬を服用する場合は、禁煙してください。
・
この薬を長期間服用する場合には問診と検診（血圧測定、臨床検査、乳房・腹部の検査）を6ヵ月毎に、子宮頸部の細胞学的診断を1年に1回受けます。必ず指示された検診を守ってください。なお、乳癌の検査は、自己検診を行ってください。
・
消退出血が1周期来ないときでも、次の周期は通常どおり服用を続け、医師に相談してください。2周期続けて消退出血が来なかったり、説明どおりに服用せずに消退出血が来ないときは、妊娠の可能性もありますので、直ちに医師の診察を受けてください。
・
激しい下痢または嘔吐が続く場合はこの薬の成分が吸収されにくくなり、妊娠する可能性が高くなりますので、他の避妊法を併用し、医師または薬剤師に相談・報告してください。
・
HIV感染（エイズ）および他の性感染症（例えば梅毒、性器ヘルペス、淋病、クラミジア感染症、尖形コンジローム、腟トリコモナス症、B型肝炎など）を防止するものではありません。これらの感染防止にはコンドームの使用が有効です。
・
角膜厚の変化などにより、コンタクトレンズがうまく調整されないため、視力・視野の変化、装用時の不快感がみられる場合があります。


	この薬を使ったあと気をつけていただくこと（副作用）
主な副作用として、吐き気・嘔吐、頭痛、乳房痛、下腹部痛、不正性器出血、発疹、視力障害、黄疸（皮膚や目が黄色くなる）、浮腫、体重増加などが報告されています。このような症状に気づいたら、担当の医師または薬剤師に相談してください。
まれに下記のような症状があらわれ、［　］内に示した副作用の初期症状である可能性があります。
このような場合には、使用をやめて、すぐに医師の診療を受けてください。
・
下肢の痛み・むくみ、突然の息切れ、激しい頭痛［血栓症］
・
息苦しい、全身のかゆみを伴った発赤、眼および口の周囲の腫れ［アナフィラキシー様症状］
以上の副作用はすべてを記載したものではありません。上記以外でも気になる症状が出た場合は、医師または薬剤師に相談してください。

	保管方法その他
・
乳幼児、小児の手の届かないところで、直射日光、高温、湿気を避けて保管してください。
・
薬が残った場合は、保管しないで廃棄してください。

	医療担当者記入欄　　年　　月　　日




より詳細な情報を望まれる場合は、担当の医師または薬剤師におたずねください。また、「患者向医薬品ガイド」、医療専門家向けの「添付文書情報」が医薬品医療機器総合機構のホームページに掲載されています。
※次ページも必ずお読みください。








